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当期の歴史講座は富士見市域の近代・現代で、いままでの歴史講座では取り上げ

られてこなかった（８年ぶり）テーマとなっており、５回の講座が楽しみです。 

今回、５４名の多くの受講生が勉強されました。講座のスタッフとしては元気を

もらいました。また受講生の皆様も、近い過去から現在という流れもあり、興味深く

聴講されていたように思います。 

「村」の明治維新という今回のテーマは、明治２１年（１８８８）の町村合併ま

での２０年間の間で、めまぐるしく変遷する制度を教わったわけですが戸長などの長

といわれる人は、極端にいうと、どう動いて良いのか分からなかったのではと思って

しまいました。また庶民（？）は平穏時には実生活には直接影響しなかったと思われ

ますが、洪水など緊急時には、いろいろな精神不安や争い事が起きたのではとも思い

ました。やはり国の枠組みなどの急激な変化は村を翻弄するということなのでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士見の歴史講座  明治維新から「富士見」誕生までの近代と現代 

   第一回  平成２６年６月１４日(土)10:00～12:00 

「村」の明治維新 

難波田城資料館文化財資料整理専門員 山野健一 氏 

 



 
 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下、レジメの大項目と一部補足でプロジェクターに映し出された映像の切抜を

入れておきます。講義内容を思い出してください。 

 

＜レジメ＞ 

はじめに 

１．近世の所領変遷 
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２．府藩県三治制から府県制へ 

・慶応４年(1868)「政体書」で政治組織のあり方を明らかにする。 

・明治２年(1869)「版籍奉還」土地（版）と人民（籍）を朝廷（天皇）に返納 

・明治４年(1871)「廃藩置県」３府３０２県が誕生、同年１１月３府７２県 

  →富士見市域は全域が入間県の管轄となる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．大区小区制 
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  ・明治４年(1871)４月 戸籍法が制定される。そして翌年、全国の戸籍作成（壬

申戸籍）。その区画として「戸籍区」がおかれ、役職の「戸長」が置かれる。 

  ・明治５年(1872)３月 入間県は１１大区９４小区に編成 

  ・明治５年(1872)４月 名主・組頭などの村役人を廃止、戸長・副戸長を置く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・明治６年(1873)５月 入間県が区戸長制を改正 

  ・明治６年(1873)６月 入間県から熊谷県に 

  ・明治７年(1874)６月 区戸長は官史に 

 

・戸長の職務 

・戸長の選定方法・・・明治７年１１月 鶴馬村の選出基準 

 

 

 

＜年貢から地租へ＞ 
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４．郡区町村編成法から市制町村制へ 

・「郡区町村編成法」・・・明治１１年（１８７８）７月施行 

 

 

 

 

 

 

 大久保村が 

 「東大久保村」に 

 

 

 

 

 

・鶴馬村分村問題 

  明治１２年６月５日 鶴馬村の上組・下組 それぞれ「独立村願」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・連合戸長役場 

  明治１７年(1884) 戸長役場制度の手直しが行われる 

     戸長の選出を原則公選から官選に変更 

     戸数５００戸に１戸長役場とする連行戸長役場が置かれる 
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・市制・町村制 

   明治２１年(1888)４月２５日公布。翌年４月１日施行 

      市町村が地方公共団体としての地位を獲得 

   明治２１年(1888)７月 埼玉県の町村合併の基本事項 

      新町村の規模は３００～５００戸を基準とする 

・合併時の状況 

   鶴馬・勝瀬 

   水子・針ヶ谷 

   上南畑・下南畑・南畑新田・東大久保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です。 

 

 


